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ケ

ン

ジ

ス

テ

フ

ァ

ン

ス

ズ

キ

氏

は

、

東

磐

井

郡

東

山

町

（

現

・

一

関

市

）

出

身

の

環

境

活

動

家

で

、

１
９
６

７
年
か
ら
デ
ン
マ
ー

ク

に

53

年

以
上

暮

ら

し

、

日

本

と

デ

ン

マ

ー

ク

の

架

け

橋

と

し

て

、

１

９

９

０

年
よ
り

年
に
数
回
来
日
し
、

講

演

活

動

な

ど

を

精

力

的

に

行

な

っ

て

い

ま

す

。

講

演

の

テ

ー

マ

は

政

治

・

環

境

・

福

祉

・

教

育

な

ど

、

デ

ン

マ

ー

ク

国

内

の

事

情

に

関

し

て

多

岐

に

渡

り

、

岩

手

で

も

公

演

を

し

て

い

ま

す
。

デ
ン
マ
ー
ク
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

今
日

に
お
け
る
デ
ン
マ
ー

ク
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

政

策

導

入

の

背

景

に

は

、

イ

ス

ラ

エ

ル

と

ア

ラ

ブ

諸

国
の
紛
争
が
、

原
因
と
な
っ

て

発

生

し

た

第

一

次

石

油

供
給
危
機
（
１

９
７
３
年
）

が
あ
り
ま
す
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク

前

後

の

原

油

価

格

は

急

騰

し

ま

し

た

。

そ

の

後

『
イ
ラ
ン
と
イ

ラ
ク
戦
争
』

の

影

響

も

含

め

て

、

第

二

次

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

を

迎

え

、

原

油

価

格

は

再

び

高

騰

し
ま
し
た
。

１

９

７

０

年

代

の

始

め

デ

ン

マ

ー

ク

の

発

電

燃

料

の

９

割

は

安

価

な

石

油

に

依

存

し

、

残

り

は

石

炭

を

使

っ

て

い

ま

し

た

が

、

石

油

が

高

騰

し

た

た

め

、

デ

ン

マ

ー

ク

の

発

電

所

は

石

油

か

ら

石

炭

に

発

電

燃

料

を

替

え

、

約

５

年

後

の

１

９

７

０

年

代

の

末

に

は

デ

ン

マ

ー

ク

の

発

電

燃

料

の

９

割

が

石

炭

と

な

り

、

１

割
は
石
油
と
な
り
ま

し
た
。

デ

ン
マ
ー

ク
で

は
第
一

次

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

後

ま

も

な
く
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー

資

源

の

利

用

へ

の

活

動

が

始

ま

り

ま

し

た

。

そ

の

一

つ

が

１

９

７

５

年

頃

に

設

立

さ

れ

た

「

原

子

力

発

電

情

報

協

会

（O
O
A

）

」

と

「

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

協
会

（O
V
E

）
」
で

す
。

前
者O

O
A

は
主

に
原
子

力

発

電

に

お

け

る

各

種

の

問

題

を

取

り

上

げ

、

そ

れ

に

替

わ

る

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

策

の

導

入

を

奨

励

し
ま
し

た
。

特
にO

O
A

に

所

属
し
て
い

たO
l
e

T
e
r
n
e

y

は

デ
ン
マ

ー
ク

の
政
府

が

提

案

し

た

原

子

力

発

電

導

入

政

策

に

対

し

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

導

入

策

を

選

択

さ

せ

る

た

め

の

政

治

的

面

で

大

き

な

活

動

を

起

こ
し

た
人
。

ま

た
彼

は

デ

ン

マ

ー

ク

農

科

大

学

の

環

境

部

と

協

力

し

太

陽

エ

ネ

ル

ギ

ー

、

風

力

エ

ネ

ル

ギ

ー

そ

し

て

バ

イ

オ

マ

ス

エ

ネ

ル

ギ

ー

源

に

よ

る

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

供

給

案

を

提

案

し

、

そ

れ

を

も
と
に
、
１
９
７
５
年
秋
、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

導

入

計

画

の

作

業

班

を

立

ち

上

げ
ま

し
た
。

第

一
次

オ

イ

ル

シ

ョ

ッ

ク

後

１

９

７

６

年

５

月

デ

ン

マ

ー

ク

政

府

は

『

エ

ネ

ル

ギ

ー

計

画

１

９

７

６

年

』

発

表

し

ま

し
た

。

①

発

電
燃

料

は

石

油

か

ら

石

炭

と

原

子

力

発

電

に

切

り

替

え

る

。

原

子

力

発

電

の

建

設

に

関

し

て

は

１

９

９

３

年

ま

で
に
90

万

キ

ロ

ワ

ッ

ト

の

発

電

所

４

か

所

建

設

し

、

そ

の

後

１

９

９

９

年

ま

で

に

原

子

力

発

電
所
２
か
所
を
建
設
す
る
。

②

北

海
油

田

の

天

然

ガ

ス

を

全

国

に

供

給

す

る

。

③

全

て
の

県

と

市

町

村

は

省

エ

ネ

に

向

け

た

熱

供

給

計

画

案

を

立

案

し

実

施

す
る

。
デ

ン

マ

ー

ク

政

府

は

、

こ

の

政

策

導

入

計

画

を

基

に
、
数
値
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
量
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ

の

デ
ン

マ

ー

ク

政

府

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

政

策

案

に

対

し

、

１

９

７

６

年

の

夏

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ
ー
協
会
（O

V
E

）
の
グ
ル
ー

プ

は

原

子

力

発

電

に

替

わ

る

代

替

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

策

と

し

て

、

デ

ン

マ

ー

ク

が
選
択
す
べ
き
エ
ネ
ル
ギ
ー

供

給

計

画

案

の

作

業

に

取

り

掛
か
り

ま
し

た
。

こ

の

グ

ル

ー

プ

は

原

子

力

発

電

建

設

賛

成

派

の

「

原

子

力

発

電

な

し

で

は

経

済

の

発

展

は

な

く

、

国

民

は

そ

の

た

め

に

穴

倉

生

活

に

戻

る

だ

ろ

う

」

と

い

う

経

済

停

滞

の

警

告

に

対

し

、

建

物

の

省
エ
ネ

政
策
を

強
調
。

暖

房

を

必

要

と

す

る

期

間

が

長

い

デ

ン

マ

ー

ク

に

お

い

て

、

建

物

が

消

費

す

る

熱
量
を
削
減
す
る
こ
と
で
、

エ

ネ

ル

ギ

ー

供

給

量

を

減

ら

す

、

一

方

で

断

熱

効

果

を

高

め

る

た

め

の

住

宅

建

設

に

よ

っ

て

建

築

業

界

の

雇

用

を

確

保

す

る

。

そ

れ

と

並

行

し

、

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

導

入

に

よ

る

エ

ネ

ル

ギ

ー

の

供

給

策

も

提
案
し

ま
し
た
。

地球のリズムに合った暮らし
人は朝明るくなると目が覚め、夜になると眠くな

るという形で一日を繰り返しています。こうした一

日のリズムは、体の中にある時計、『時計遺伝子』

が作っていることが分かっています。

この時計が乱れた時、体にどのような影響が及ぶ

のか。

老化が促進される、寿命が短くなる、生活習慣病

リスクが高まる。

そうした研究結果が多く発表され始めており、体

内時計（時計遺伝子）と健康との関りに注目が集まっ

ています。

時計調整役「メラトニン」が、老化を防ぎ、免疫機能

を高める？！
体内時計は一日25時間のリズムで刻まれています。

地球の自転（24時間周期）とは1時間ずれるため調整

が必要になりますが、その役目を果たすのが「メラ

トニン」と呼ばれるホルモン。

夜暗くなることで脳から出始めるこのホルモンは

体内時計のズレを修正するだけでなく、『老化を防

ぐ・寿命を長くする・ガンを予防する・免疫機能を

高める』といった可能性があることも分かってきて

います。

体内時計を整える12ヵ条

起床 体内時計をリセット
第１条 朝起きたらカーテンを開け、日光を取り入

れ ましょう。

第２条 休日の起床時刻は平日と２時間以上ズレな

い 様にしましょう。

第３条 １日の活動は朝食から始めましょう。

日中 しっかり活動

第４条 昼寝をするなら、午後３時までに20～ 30分

以 内にしましょう。

第５条 軽い運動習慣を身につけましょう。

第６条 お茶コーヒーは就寝４時間前までにしましょ

う。

夕方 メリハリが大切

第７条 就寝２時間前までに食事を済ませましょう。

第８条 タバコは就寝１時間前にはやめましょう。

※もちろん、健康のためには禁煙が原則です。

第９条 就寝１～２時間前に、ぬるま湯のお風呂に

入 りましょう。

夜 脳とカラダの興奮をさける
第１０条 部屋の照明は明るすぎないようにしましょ

う。

第１１条 寝酒はやめましょう。

第１２条 就寝前のパソコン、テレビ、携帯電話や

テ レビゲームは避けましょう。

人間が健康に生きて行く為に130
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デンマークの原発導入案に対する

国民間の議論はどのように形成されたのかＮＯ1

ケンジ・ステハン・スズキ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
社
員
に
対
し
満
額
回
答
で
誠
意
を
示
せ
！

Ｊ
Ｒ
貨
物
・第
１
回
夏
季
一
時
金
交
渉

会
社
は
昨
年
夏
の
基
準
額
（１
・
６
箇
月
）

１、社員に発熱・だるさの症状がある場合の対応について明らかにすること。

回答 発熱・だるさなどの症状がある場合は、医療機関での受信を懲慂する。

２、社員に感染者が発生した場合の事業継続及び対策を明らかにすること。

回答 コロナウイルスに感電したことが判明した場合は、速やかに保健所等に

連絡するとともに、その指示に従っていく。

お客様の流動及び各事務所の特性に応じた業務量調整を行った上で最小限の

出面とし、必要な社員については自宅待機を命じるなど、感電防止に取り組ん

でいく。

３、感染予防対策の消毒液やマスク・ゴム手袋は健康維持に必要なことである

ので、開始やが責任をもって消毒液を配慮し、一勤務１枚のマスクを用意する

こと、またゴム手袋は必要に応じて準備すること。

回答 コロナウイルス感染拡大防止を踏まえ、これまで消毒液等やマスクにつ

いては、一定程度、配備等を行ってきた。今後も可能な限り配備を行っていく。

また、ゴム手袋については、ゴム手袋を必要とする業務に対して配布していく。

４、自宅待機の指示等、勤務を休ませる場合は有給の特別休暇として新設し対

応すること。

回答 自宅待機を命ぜられた社員は「障害」として取り扱うこととなる。

５、業務量の減少に伴う契約社員・パート社員の解雇等は行わないこと。

回答 現時点において、業務量の調整を行ったことで契約社員・パート社員の

解雇等を行うことは考えていない。

６、雇用契約を守り賃金を保障すること。

回答 雇用契約書に基づき、賃金を支払っていく。

ア
ク
セ
ス
協
議
会
、
コ
ロ
ナ
緊
急
申
し
入
れ
で
予
防
策
、

賃
金
・雇
用
の
回
答
引
き
出
す
。

１
．
２
０
２
０
年
夏
季
一
時
金
は
、
支
払
日
に
お
け
る
基
準
内
賃
金
の
３
箇

月
分
と
す
る
こ
と
。

２
．
賃
金
規
程
第
１
３
２
条
第
２
項
（
成
績
率
・
増
額
）
の
適
用
に
当
た
っ

て
は
、
所
属
組
合
に
よ
る
意
図
的
な
査
定
を
行
わ
ず
、
公
正
・
公
平
に
行
う

と
共
に
、
第
３
項
（
成
績
率
・
減
額
）
の
適
用
は
行
わ
な
い
こ
と
。

３
．
55
歳
到
達
以
降
の
社
員
に
対
す
る
支
給
に
つ
い
て
は
55
歳
到
達
時
の
基

準
内
賃
金
に
支
給
月
数
を
乗
じ
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

会
社
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
下
に
お
い
て
、
指
定
公

共
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
現
場
社
員
の
奮
闘
に
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
。

今
年
度
は
鉄
道
事
業
の
黒
字
転
換
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
現
状
の
収

入
は
△
24
・
5
億
円
と
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
目
標
を
見

失
う
こ
と
な
く
、
指
定
公
共
機
関
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

新
し
い
人
事
制
度
に
つ
い
て
は
、
社
員
が
生
き
生
き
と
や
り
が
い
を
も
っ
て
働

け
る
よ
う
に
、
意
見
交
換
の
場
を
経
て
具
体
策
を
も
っ
て
進
捗
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。
ま
じ
め
に
働
く
社
員
が
報
わ
れ
る
よ
う
に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

以
上
を
踏
ま
え
、
現
時
点
で
の
会
社
の
考
え
方
は
、
「
昨
年
夏
の
基
準
額
（
１
・

６
箇
月
）
を
基
本
と
し
て
、
ど
れ
だ
け
上
積
み
で
き
る
か
、
収
入
動
向
を
見
極
め

た
う
え
で
、
最
終
回
答
を
行
い
た
い
。
」

会
社
は
、
社
員
の
頑
張
り
や
奮
闘
に
敬
意
を
表
す
る

と
し
て
い
る
一
方
で
、
減
収
や
計
画
達
成
に
向
け
厳
し

い
状
況
な
ど
と
社
業
の
発
展
を
前
面
に
押
し
出
し
、
昨

年
夏
を
基
準
と
し
た
会
社
の
考
え
に
は
非
常
に
不
満
が

あ
る
。

組
合
は
、
社
員
達
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
夏

季
一
時
金
に
つ
い
て
は
満
額
回
答
で
応
え
る
べ
き
で
あ

る
。と

強
く
申
し
入
れ
ま
し
た
。
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盛
岡
に
桜
が
咲
き
始

め
た
4
月
下
旬
。
２
０

０
９
年
１
月
公
開
映
画

「
感
染
列
島
」
を
レ
ン

タ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
観
た
。

映
画
で
は
日
本
列
島
で

感
染
が
拡
大
す
る
ウ
イ

ル
ス
の
正
体
を
つ
か
む

た
め
、
二
人
の
日
本
人

が
南
洋
の
島
に
行
く
。

そ
こ
に
は
エ
ビ
を
養
殖

し
日
本
に
輸
出
し
て
る

会
社
跡
が
あ
っ
た
。
大

量
の
薬
品
と
抗
生
物
質

が
投
入
さ
れ
た
養
殖
場

の
泥
を
手
に
持
っ
た
獣

医
学
教
授
は
、
も
う
一

人
の
日
本
人
松
岡
に
語

る
。

「
人
間
は
自
分
た
ち
の

生
き
る
場
所
を
自
分
た

ち
で
汚
し
て
い
る
。
ウ

イ
ル
ス
も
人
間
も
同
じ
。

宿
主
を
殺
し
た
ら
自
分

も
死
ぬ
の
に
、
そ
れ
で

も
宿
主
を
む
し
ば
も
う

と
し
て
い
る
。
人
間
、

ウ
イ
ル
ス
と
共
に
生
き

る
こ
と
は
で

き
な
い
だ
ろ

う
か
」
と
。

教
授
は
自
分

が
が
ん
と
知
っ

て
か
ら
、
共

生
と
い
う
こ

と
を
考
え
て

い
た
と
明
か

す
。実

は
こ
の

島
で
疫
病
の

治
療
に
あ
た

り
死
亡
し
て

い
た
日
本
人
医
師
が
い

た
。
彼
の
診
療
日
誌
が

見
つ
か
り
、
そ
こ
に
次

の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ

た
。
「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
は
（
こ
の
島
の
住
人

の
）
共
有
財
産
で
あ
り
、

様
々
な
か
た
ち
で
利
用

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

エ
ビ
の
養
殖
の
た
め
伐

採
さ
れ
、
代
わ
り
の
木

を
求
め
（
島
民
は
）
森

深
く
入
っ
て
い
っ
た
」
。

映
画
の
終
盤
、
教
授

は
森
深
く
入
り
、
コ
ー

モ
リ
に
寄
生
し
て
い
た

ウ
イ
ル
ス
が
発
生
源
で

あ
る
こ
と
を
突
き
止
め

る
。さ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ

は
「
打
ち
勝
っ
た
証
と

し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
実
現
」
す
る
た
め

に
倒
す
敵
な
の
か
ー
。

新
型
コ
ロ
ナ
も
含
め
、

地
球
の
人
々
の
命
と
健

康
・
生
活
を
守
る
た
め

人
間
が
考
え
行
動
し
な

け
れ
な
ら
な
い
こ
と
は

何
な
の
か
ー
。

い
ろ
ん
な
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
た
10
年
前

の
映
画
だ
っ
た
。
ぼ
ん

く
ら
頭
の
桜
が
ぱ
っ
と

満
開
に
咲
い
た
。

羽
山
は
北
上
市
の
西

方
に
あ
る
山
で
、
近
く

の
月
山
、
羽
黒
山
と
と

も
に
和
賀
三
山
と
し
て

あ
が
め
ら
れ
る
信
仰
の

山
で
す
。

羽
山
は
、
昨
年
計
画

し
た
が
雨
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
の
で
今
回
は
、

天
気
も
良
く
羽
黒
山
迄

縦
走
す
る
こ
と
に
し
て

出
発
し
た
。

第
１
展
望
台
、
第
２

展
望
台
、
第
３
展
望
台
。

羽
山
（
５
９
９
・
５
）

の
山
頂
は
景
観
が
良
い
。

頂
上
で
少
し
早
い
が
昼

食
。
羽
山
～
羽
黒
山
の

縦
走
コ
ー
ス
は
、
羽
山

の
急
登
を
下
り
、
７
ヵ

所
の
ピ
ー
ク
の
ア
ッ
プ

ダ
ウ
ン
の
尾
根
歩
き
だ
。

山
は
ブ
ナ
林
が
続
き
新

緑
が
素
敵
で
疲
れ
を
忘

れ
さ
せ
て
く
れ
た
。
40

分
位
下
り
標
高
４
０
０

ｍ
の
分
岐
。
分
岐
を
降

る
と
登
山
口
に
な
る
が

羽
黒
山
を
目
指
す
。
両

側
は
切
り
立
っ
た
痩
せ

尾
根
に
な
っ
て
お
り
、

踏
み
外
す
と
大
変
で
す
。

羽
山
か
ら
縦
走
す
る
こ

と
1
時
間
30
分
、
縦
走

気
分
を
味
わ
え
る
貴
重

な
里
山

羽
黒
山
（
２

８
９
・
５
）
に
到
着
し

た
。
羽
黒
山
か
ら
40
分

旧
和
賀
ス
キ
ー
場
へ

下
山
し
な
が
ら
会
長

は
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山

菜
を
収
穫
し
た
。

麓
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
車
の
回
収
の

為
、
田
植
え
の
盛
ん

な
車
道
を
約
５
キ
ロ

１
時
間
15
分
で
、
羽

山
の
登
山
口
（
車
デ

ポ
地
）
に

到
着
し

ま
し
た
。

全
工
程
12
㌔
以
上

歩
き
少
々
疲
れ
ま
し
た
。

著
者

・
阿

部

陽
子

「
岩
手
の
山
１
５
０
」

の
中
に
、
羽
山
に
登
山

す
る
な
ら
是
非
見
て
ほ

し
い
と
、
多
聞
院
伊
澤

家
住
宅

（
国
指
定
重

要
文
化
財
）
が
紹
介
さ

れ
て
お
り
下
山
後
訪
れ

た
。久

那
斗
神
社
（
く
な

と
じ
ん
じ
ゃ
）
の
別
当

（
僧
職
の
一
つ
）
家
。

多
聞
院
伊
澤
家
（
た
も

ん
い
ん
い
さ
わ
け
）
は

も
と
も
と
里
に
住
み
着

い
た
羽
黒
派
の
修
験
者

（
し
ゅ
げ
ん
じ
ゃ
）
で
、

悪
霊
や
人
に
降
り
か
か

る
災
い
を
除
き
、
人
々

の
安
穏
を
守
る
修
験
者

と
し
て
、
里
人
か
ら
も

期
待
さ
れ
る
存

在
で
し
た
。
１

９
９
０
（
平
成

２
）
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
し

た
。

６
月
の
た
わ
ご
と

「

新
し
い
生
活
様
式
と
は
？
」Ｔ

Ｈ

さくらと岩手山

ブ
ナ
と
信
仰
の
山
羽
山

須
藤
清
成

井
の
中
の
蛙
つ
ぶ
や
く
独
り
言

11

コ
ロ
ナ
ち
ゃ
ん
名
前
は
か
わ
い
い
が
恐
ろ
し
い

今
度
の
は
初
め
て
現
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
だ
。

だ
け
ど
仲
間
は
前
か
ら
い
た

新
型
は
コ
ロ
ナ
タ
イ
プ
の
7
番
目

若
い
人
、丈
夫
な
人
は
か
か
ら
な
い

か
か
っ
て
も
発
症
せ
ず
に
過
ぎ
て
い
く

こ
れ
に
便
乗
安
倍
政
権

特
別
措
置
法
で
国
民
を
縛
る

そ
の
前
に
病
院
な
ど
の
削
減
計
画

お
医
者
・
看
護
師
悲
鳴
を
上
げ
る

10
万
円
1
回
だ
け
で
は
足
り
な
い
よ

ド
イ
ツ
な
ど
は
申
請
2
日
で
保
証
金
振
込

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
で
ご
ま
か
さ
れ
ま
い
ぞ

い
の
旬

一
関
市
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
を
考
え
る
会
」
は
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
）
の
国
内

誘
致
反
対
の
姿
勢
を
明
確
に
し
た
。
同
会
の
原
田
徹
郎
（
て
つ
お
）
共
同
代
表
は
「
会
員
の
中
に
は
、
以
前
か
ら
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
に
反

対
し
て
い
る
人
も
い
る
が
、
学
術
研
究
そ
の
も
の
に
は
理
解
を
示
す
人
も
い
る
。
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い
く
が
、
少
な

く
と
も
ト
リ
チ
ウ
ム
生
成
や
自
然
へ
の
影
響
、
核
廃
棄
物
処
分
場
へ
の
転
用
、
子
ど
も
を
利
用
し
た
誘
致
活
動
に
は
疑
念
が
残
る
。

菅
原
東
吾
旧
東
日
本
委
員
長
は
、
「
Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
を
考
え
る
会
」
に
入
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

多聞院伊澤家住宅

新緑のブナ林


